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富 山 で イ ノ ジ ジ が ふ え た
南 部 久 男 G ~ 学 匹 涸 m 滋 担 当 王 心 四
巌 近 、 イ ノ シ シ の 被 害 が 増 え 、 ま ち の 中 に ハ ク ピ
シ ン が 出 没 し た り 、 車 山 に ツ キ ノ ワ グ マ が 出 没 す る
心 E ● う .. 
な ど ． 富 山 の 哺 乳 類 の 生 息 の 様 十 に 変 化 が 見 ら れ る
よ う に な っ て き ま し た 。 イ ノ シ シ を 中 心 に 宮 山 の 哺
乳 類 の 変 化 を み て み ま し ょ う 。
冨 山 に は ど ん な 哺 乳 類 が い る ？
宮 山 県 に は 絶 滅 種 も 含 め る と 51 種 の 哺 乳 類 が 知
ら れ て い ま す （ 表 1) 。 ニ ホ ン オ オ カ ミ と ニ ホ ン カ ワ
ウ ソ は 絶 滅 し ま し た 。 タ ヌ キ や ニ ホ ン ノ ウ サ ギ の よ
う に も と も と す ん で い た も の に 加 え ． 忌 近 で は 移 入
種 の ハ ク ピ シ ン も 見 ら れ る よ う に な っ て き ま す 。 イ
ノ シ シ や ニ ホ ン ジ カ の よ う に 、 明 治 時 代 は い ま し た
が 、 そ の 後 長 い 問 見 ら れ ず 最 近 ま た 宮 山 に 進 出 し て
き た も の も い ま す 。
生 息 場 所 で み る と ． 山 地 に す む も の が 昂 も 多 く 、
30 種 類 以 上 に な り ま す 。 小 さ な も の で は ノ ネ ズ ミ 類
（ ア カ ネ ズ ミ や ヒ メ ネ ズ ミ な ど ） や コ ウ モ リ 類 、 中 型
の も の で は タ ヌ キ 、 キ ツ ネ 、 イ タ チ な ど 、 そ し て ツ
キ ノ ワ グ マ ゃ カ モ シ カ の よ う な 大 型 の も の ま で 様 々
で す 。 タ ヌ キ 、 ハ ク ピ シ ン 、 ニ ホ ン ザ ル 、 カ モ シ カ 、
イ ノ シ シ な ど は 山 麓 の 集 落 近 く の 人 の 生 活 場 所 に も
生 息 し ． 畑 や 水 田 の 農 作 物 を 食 べ る 被 害 も 出 て い ま
す 。 高 山 に は 、 オ コ ジ ョ 、 ミ ズ ラ モ グ ラ な ど が す ん
で い ま す ． 国 ［ 中 で は 家 の ま わ り に 家 ネ ズ ミ （ ク マ ネ
ズ ミ 、 ド プ ネ ズ ミ 、 ハ ッ カ ネ ズ ミ ） や イ エ コ ウ モ リ が 、
畑 に は ア ズ マ モ グ ラ な ど が す ん で い ま す 。
富 山 の 哺 乳 類 の 変 化
宮 山 の 哺 乳 類 の 顔 ぶ れ や 分 布 は 、 時 代 と と も に 変
化 し て き ま し た 。 江 戸 時 代 に は 現 在 で は み ら れ な い
動 物 （ オ オ カ ミ 、 カ ワ ウ ソ ） や 烏 （ ト キ 、 コ ウ ノ ト リ ）
が 生 息 し て い ま し た （ 表 2) 。 ま た 、 最 近 増 え て き た
イ ノ シ シ や ニ ホ ン ジ カ も 生 息 し 、 サ ル と と も に 越 中
各 地 で 製 作 物 を 荒 ら し て い た こ と が 古 文 吉 か ら 知 ら
れ て い ま す 。
ニ ホ ン オ オ カ ミ は 1905 年 （ 明 治 38 年 ） に 奈 良
県 で 捕 疫 さ れ た の が 昂 後 で 、 富 山 県 で は い つ 頃 絶 滅
し た の か は よ く 分 か っ て い ま せ ん 。 ニ ホ ン カ ワ ウ ソ
は 県 内 で は 明 治 時 代 に 毛 皮 が 生 産 さ れ 、 多 い 年 に は
120 枚 が 生 産 さ れ ま し た （ 図 l), 192 年 （ 大 正 10
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表 2 江 戸 時 代 の 越 中 の 「 郡 方 産 物 帳 J (1738 年 書 き 上 げ ） に み ら れ る 越 中 の 馬 獣
（ 現 在 で は み ら れ な い も の と 再 び み ら れ る よ う に な っ た も の ）
IT オ カ ミ 嗚 乳 頚卜 カ ワ ウ . , , ニ 不 ン ン カ イ ／ シ シ
祈 /II gi; I  ゜ I  ゜ I  ゜  ゜ I  ゜'II ＊  ほ I ゜ I  ゜  ゜  ゜ I  ゜高 波 尋 ' ゜  ゜ ゜ ゜  ゜  ゜
年 ） に は 1 頭 捕 獲 さ れ て い ま す 。 ニ ホ ン カ ワ ウ ソ の
エ サ は 魚 や カ ニ な ど で 、 こ の 頃 に は 少 な い な が ら も
川 な ど の 水 辺 に 住 み つ い て い た の で し ょ う 。 イ ノ シ
シ や ニ ホ ン ジ カ も 明 治 時 代 に は 毛 皮 が 生 産 さ れ （ 図
2. 3) 、 県 内 に 生 息 し て い た と 思 わ れ ま す が ． ど ち
ら も 大 正 末 か ら ほ と ん ど 狩 猟 さ れ て い ま せ ん の で ．
こ の 頃 か ら 品 近 ま で の 70 ~  80 年 問 ほ ど 宮 山 に は い
な か っ た こ と に な り ま す 。
こ こ 20 ~  30 年 の 間 に 宮 山 の 哺 乳 類 に 変 化 が 見 ら
れ る よ う に な り ま し た 。 昔 は 生 息 し て い な か っ た の
に 品 近 見 ら れ る よ う に な っ た 哺 乳 類 は 東 南 ア ジ ア
や 中 国 南 部 な ど が 原 産 の ハ ク ピ シ ン （ ジ ャ コ ウ ネ コ
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図 1. 明 治 時 代 の 宮 山 県 の カ ワ ウ ソ の 毛 皮 の 生 産 量
<1885 年  （明 冶 18 年 ） ~1910 年 （ 明 治 43 年 ） ＞
高 岡 市 は 1 枚 南 部 (19) よ り 作 図
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図 2. 明 治 時 代 の 盆 山 県 の ニ ホ ン ジ カ の 毛 皮 の 生 産 量
く 185 年 （ 明 治 18 年） ~1910 年 （ 明 治 43 年 ） ＞
紺 部 (19) よ l)f ヤ 図
に 報 告 さ れ 、 本 州 や 四 国 の
限 ら れ た 県 に し か 生 息 し ま
せ ん で し た が ． 殿 近 で は 、
北 海 道 か ら 九 州 の 広 い 範 囲
に 分 布 が 広 が り ま し た 。 宮
山 県 で も 1980 年 代 初 め 頃
か ら 岐 阜 県 側 の 神 通 川 水 系
か ら 宮 山 市 細 入 地 域 に 進 出 し 、 現 在 で は 県 下 の 低 山
の 広 い 範 囲 に 見 ら れ よ う に な り ま し た （ 図 4) 。 木 登
り が う ま く 果 物 が 好 物 で 果 樹 園 や 畑 に 出 没 し 果 樹 な
ど の 実 を 食 べ て し ま い ま す 。 町 中 に 出 没 し た り 、 屋
根 哀 に す み つ く こ と も あ り ま す ． ィ ノ シ シ は 後 で 述
ぺ る よ う に 敢 近 ふ た た び 増 え て き ま し た 。 ニ ホ ン ジ
力 も 品 近 時 々 目 空 さ れ る よ う に な り ま し た 。
元 々 生 息 し て い た 哺 乳 類 の 中 に も 分 布 が 広 が っ て
き た と 思 わ れ る も の が い ま す 。 だ い ぶ 苔 は 奥 山 に い
さ " 』 <た カ モ シ カ は 山 麓 等 で 見 ら れ る よ う に な り 、 時 に は
平 地 や 海 岸 に 出 没 し た り す る こ と が あ り ま す 。 ニ ホ
ン ザ ル は 神 通 川 よ り 束 側 の 山 地 に 群 れ で 生 活 し て い
ま す が 、 山 麓 の 集 落 周 辺 に よ く 出 没 す る よ う に な り 、
畑 の 農 作 物 が 食 ぺ ら れ る 被 告 が み ら れ ま す 。 ッ キ ノ
ワ グ マ は 1980 年 代 終 わ り に は 県 中 央 西 南 部 、 中 央
部 、 東 部 の 山 地 に 広 く 生 息 し .,J ヽ 矢 部 市 や 氷 見 市 な ど 、
県 北 西 部 の 山 地 に は 生 息 し て い ま せ ん で し た 。 現 在
で は 県 下 全 域 の 低 山 を 含 む 山 地 で 見 ら れ ま す 。 秋 に
山 麗 の 躾 沼 の カ キ や ク リ の 実 を 食 べ に き た り 、 春 や
秋 に 山 で 山 菜 と り や キ ノ コ と り の 人 が 出 会 い 怪 我 を
す る こ と も あ り ま す 。
県 外 か ら 持 ち こ ま れ た 動 物 も い ま す 。 キ ツ ネ は 山 地
や 平 地 の 川 沿 い で も 時 々 み か け ま す が 、 一 時 期 生 息 数
が 減 っ た た め . 1967 ~  1981 年 に 岡 山 県 産 の キ ツ ネ
172 頭 が 放 さ れ た こ と も あ り ま し た 。
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図 3. 明 治 時 代 の 冨 山 県 の イ ノ シ シ の 毛 皮 の 生 産 量
く 1901 年 （ 明 治 34 年 ） ~1910 年 （ 明 治 43 年 ） ＞
南 部 (19) よ り 作 図
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雪 の 上 を 歩 く ハ ク ピ シ ン （ 田 中 純 氏 撮 影 ）
宮 山 で 増 え た イ ノ シ シ
イ ノ シ シ と は ど ん な 動 物 ？
日 本 に は 、 本 州 か ら 九 州 に ニ ホ ン イ ノ シ シ が ． 南
西 諸 島 に リ ュ ウ キ ュ ウ イ ノ シ シ の 2 亜 種 が い ま す 。
ニ ホ ン イ ノ シ シ の 体 反 と 体 重 は 、 120 ~  150 C  Ill 、
10 k g で リ ュ ウ キ ュ ウ イ ノ シ シ は 小 さ く 110cm 、
40 屈 で す 。
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図 6 一 ① 宮 山 県 の イ ノ シ シ の 分 布
南 部 ・ 吉 村 (201) よ り 作 図
イ ノ シ シ （ ニ ホ ン イ ノ シ シ ） は 雑 食 性 で 林 の 植 物
の 茎 や 根 を 食 ぺ ． ド ン グ リ も 好 物 で す 。 湿 地 で ど ろ
浴 び を し ま す 。 朴 か ら 初 豆 に か け て . I 回 に 2 ~ 8
匹 の 子 を 産 み 。 子 供 に は 白 い 模 様 が あ り 、 ウ リ 坊 と
よ ば れ て い ま す 。 成 長 も 早 く 2 オ で 子 を 産 み ま す ．
／  成 獣_,,.r ---- )  ：  .... _.・' t- 「 ゥ IJ 坊j  ノ -r;" ―¥., _  __,- ・ 、 一 >ヽ， へ
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多 産 で 早 く ＋ ど も を 生 む こ と が 増 え や す い 原 因 に も
な っ て い ま す ． ォ ス は 単 独 で 、 メ ス は 母 と 子 の 群 で
生 活 し ま す 。 全 国 的 に 山 問 地 の 巣 落 が 過 疎 化 で す む
人 が へ I) 、 林 の 管 理 が と ど こ お り 藪 が 増 え た り ， 畑
, ~, 




図 s. la 山 果 と 石 川 県 の イ ノ シ シ の 捕 獲 数 （ 狩 現 と 有 客 駆
除 を 加 え た も の ） 棗 壊 省 の 烏 猷 関 係 統 計 よ り 作 図
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図 6 一 ② 言 山 県 の イ ノ シ シ の 分 布
富 1l1 原 の ア ン ケ ー ト 結 果 ＜ 畜 Lil 限 動 物 1痣 研 究
会 2008> ょ IJ{j: 図
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や 水 田 が 放 棄 さ れ 虹 地 な ど が 増 え 、 イ ノ シ シ が 生 活
し や す い 場 所 が 増 え て い ま す 。
4.: 州 で は イ ノ シ シ は 西 n 本 や 関 東 地 方 の 里 山 を 中
心 に 分 布 し て い ま し た が 、 全 国 的 に 増 加 し 、 石 川 県 、
富 山 県 の よ う な 何 十 年 問 も 生 息 し て い な か っ た 地 域
で も 増 え て い ま す 。 196 年 度 の 捕 獲 数 （ 狩 猟 数 と
有 害 駆 除 数 の 台 計 ） は 全 国 で 約 10 万 頭 余 り で し た
が、 204 年 度 に は 、 約 20 万 頭 余 り と 、 2 倍 以 上 も
増 加 し て い ま す 。 宮 山 県 で も 狩 猟 さ れ は じ め . 190 
年 以 降 に 捕 獲 さ れ た イ ノ シ シ の 数 （ 狩 猟 と 有 害 躯 除
の 台 計 ） は 、 19 年 頃 か ら 年 々 増 加 し 、 205 年 度
は 10 頭 を 超 し ま し た （ 図 5) . 石 川 県 で は . 194 
年 頃 か ら 増 え 始 め . 205 年 度 は 10 頭 を 超 し ま
し た （ 凶 5) 。 北 陸 地 方 で は 、 1987 年 の 冬 以 降 、 特
に 低 山 で の 積 君 呈 が 減 少 し て い ま す 。 積 雪 地 帯 で の
イ ノ シ シ の 増 加 は 、 里 山 に 生 息 し や す い 場 所 が 増 え
た こ と に 加 え 、 冬 に 禎 雪 呈 が 少 な く な り 、 冬 場 で も
生 活 し や す く な っ た こ と な ど が 主 な 理 由 だ と 思 わ れ
ま す 。
県 内 で の 分 布 の 広 が り
イ ノ シ シ は 長 い 問 富 山 県 に い ま せ ん で し た が
190 年 前 後 か ら 、 6 川 県 瑳 の 小 矢 部 JII 流 域 （ 南 砺
市 福 光 地 域 、 城 端 地 域 ） や 岐 R 県 壊 の 神 通 HI 水 系 （ 富
山 市 細 入 地 域 、 大 沢 野 地 域 な ど ） で 目 撃 さ れ た り
足 跨 な ど が 見 ら れ る よ う に な り 、 そ の 後 201 年 頃
ま で に は 庄 川 水 系 上 流 、 県 東 部 と 次 第 に 分 布 が 広
が っ て き ま し た （ 図 6 一 ①） ．
殿 近 行 わ れ た 宮 山 県 の イ ノ シ シ の ア ン ケ ー ト 調 査
(203 年 11 月 ~ 207 年 11 月 の 生 息 状 況 ） で は さ
ら に 分 布 が 広 が っ て い る こ と が 分 か り ま し た 。 県 内
の 山 地 の あ る ほ と ん ど の 市 町 村 に 生 息 し （ 図 6 一 ② ） ．
特 に 、 県 東 蔀 の 市 町 村 （ 朝 日 町 、 上 市 町 、 畜 山 市 の
大 山 地 域 ． 大 沢 野 地 域 八 尾 地 域 ） で 出 没 が 多 く あ'"° 'ヽ．り ま し た 。 山 腟 で の 出 没 が 多 い の で す が 、 有 蜂 の よ
う な 標 店 10 m を 越 す 山 奥 で も 見 ら れ る よ う に な
り 、 山 地 全 体 に 分 (ti が 広 が っ て い る こ と が 分 か っ て
き ま し た ． 股 業 被 害 も 多 く の 巾 町 村 で 見 ら れ ま し た 。
水 田 の 被 宙 で は 、 稲 の 踏 み 倒 し 、 稲 臣 を 食 べ た り す
る 被 害 が あ り ． 稲 刈 ！ ） 時 期 の 8  、 9 月 に 多 く み ら れ
ま し た 。 イ ノ シ シ は ど ろ あ び を し て ヌ タ 場 を 作 る たた. ,  
め 、 田 圃 -  ・面 が 踏 み 倒 さ れ る た め 被 害 が 大 き く な り
ま す 。 畑 に 植 え て あ る サ ツ マ イ モ 、 ナ ガ イ モ 、 サ ト
イ モ ． ト ウ モ ロ コ シ ． ‘ ノ パ 等 も 被 害 に あ い ま し た 。
市 で は 2 名 の 人 身 被 宮 も あ り ま し た 。
今 後 増 え る か も し れ な い 哺 乳 類
ニ ホ ン ジ カ は イ ノ シ シ と 同 じ よ う に 、 全 国 的 に 増
ぇ ． 尾 瀬 の よ う な 面 地 ま で 進 出 す る よ う に な っ て い
ま す 。 宮 山 県 に は 長 い 間 い ま せ ん で し た が 、 時 々 目
撃 さ れ る よ う に な り （ 図 7). 今 後 増 え て き て 林 業 被
害 が で て く る 可 能 性 が あ り ま す ． 北 米 や 中 米 原 産 の
ア ラ イ グ マ も 1960 年 代 か ら 飼 育 さ れ て い た も の が
逃 げ だ し 関 東 地 方 や 北 海 道 な ど で 増 え て お り 、 石 川
県 岐 品 県 で も 見 つ か っ て い ま す 。 平 成 20 年 8 月
に は 高 岡 市 の 住 宅 地 で 見 つ か り ま し た の で 、 官 山 県
で も 増 え る か も し れ ま せ ん 。 な お 、 ア ラ イ グ マ は 特
定 外 来 生 物 に 指 定 さ れ ． 飼 育 は 原 則 禁 止 さ れ て い ま
す 。 チ ョ ウ セ ン イ タ チ は 朝 鮮 半 島 、 対 馬 に 生 息 し て
い ま し た が . 1 930 年 頃 か ら 姜 殖 し て い た も の が 逃
げ 出 し 、 そ の 後 西 日 本 で 分 布 が 広 が り 、 石 川 県 ． 岐
阜 県 で も 見 つ か っ て い ま す ． 宮 山 県 で は ま だ 見 つ か っ
て い ま せ ん が 、 進 入 し て く る か も し れ ま せ ん．
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図 7 . 塞 山 県 の ニ ホ ン ジ カ の 記 鐸 ( 195~ 201 年 ）
南 部 ・ 吉 村 (202) よ り 作 図
哺 乳 類 に か ぎ ら ず 、 宮 山 の 動 物 た ち の 顔 ぶ れ や 分
布 は 時 代 と 共 に 変 化 し ． 品 近 は 特 に は げ し い よ う に
思 い ま す 。 す で に 絶 滅 し た り ． 生 息 数 が へ I) 分 布 が
縮 小 し て い る も の が い る 一 方 、 飼 わ れ た も の が 捨 て
ら れ 増 え た も の や 、 環 境 の 変 化 で 分 布 を 広 げ た も の
も い ま す 。 そ の 変 化 の 理 由 は さ ま ざ ま で す 。 時 に は
農 業 被 害 、 林 業 被 害 、 人 身 被 吉 が 起 き る こ と が あ り ．
私 た ち の 生 活 と 無 関 係 で は あ り ま せ ん 。 今 後 の 富 山
の 動 物 や 自 然 の 様 子 、 特 に 変 化 を 注 意 し て 見 て い か
な け れ ば な り ま せ ん 。 固
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